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第
一
節

近
世
の
交
通

一

豊
前
国
の
一
里
塚
と
道
絵
図

一

里

塚

近
世
の
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
に
と
っ
て
、「
一
里

塚
」
は
、
旅
程
の
目
安
と
な
り
、
賃
銭
支
払
い
の
目
安

い
こ

と
な
り
、
日
差
し
の
強
い
日
に
は
木
陰
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
た
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）、
徳
川
秀
忠
は
、
江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し

え
の
き

て
、
五
街
道
の
う
ち
、
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
の
道
路
の
両
側
に
榎

を
植
え
た
一
里
塚
を
築
か
せ
た
。
そ
の
後
、
公
領
は
代
官
、
私
領
は
領
主

に
命
じ
て
、
あ
と
の
二
街
道
（
中
山
道
・
甲
州
街
道
）
と
脇
街
道
に
一
里

塚
を
築
造
さ
せ
た
。

で
は
、
豊
前
細
川
藩
で
は
、
い
つ
、
領
内
に
一
里
塚
が
築
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

さ
ん
さ
い

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
三
月
三
日
付
の
、
中
津
の
細
川
三
斎
付
き
奉

行
衆
長
舟
十
右
衛
門
か
ら
本
藩
小
倉
の
奉
行
衆
浅
山
・
西
郡
・
横
山
の
三

人
に
あ
て
た
書
状
（「
中
津
御
奉
行
衆
よ
り
参
書
状
写
」
熊
本
大
学
付
属
図

書
館
所
蔵
・
永
青
文
庫
）
に
、

御
状
拝
見
せ
し
め
候
。
御
国
中
道
の
の
り
遠
近
御
座
候
に
付
、
一
里
三
十
六
町
道
に

成
ら
れ
、
一
里
目
の
境
に
桜
を
植
申
す
べ
き
旨
仰
せ
出
さ
れ
候
。
中
津
近
所
も
道
の

じ

ね
ん

の
り
御
打
せ
成
ら
れ
候
間
、
自
然
御
尋
も
御
座
候
は
ば
、
右
の
通
申
上
べ
く
候
。（
後

略
）

た
だ
と
し

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
豊
前
細
川
領
で
は
、
寛
永
三
年
に
、
細
川
忠
利
（
忠

興
の
三
男
）
が
支
配
す
る
本
藩
小
倉
領
と
細
川
三
斎
（
忠
興
）
の
中
津
隠

居
領
（
蔵
入
地
）
を
も
含
め
て
、
三
六
町
（
約
四
�
）
ご
と
に
一
里
塚
を

築
き
、
桜
を
植
え
た
の
で
あ
る
。

一
里
塚
築
造
の
普
請
は
、
三
月
（
旧
暦
）
の
農
繁
期
で
あ
っ
た
の
で
、

農
民
以
外
の
も
の
が
本
藩
小
倉
領
と
三
斎
隠
居
領
と
を
合
わ
せ
て
行
っ

た
。こ

の
よ
う
に
し
て
、
豊
前
細
川
領
で
は
、
小
倉
城
下
を
起
点
に
領
内
に

一
里
塚
が
次
々
と
築
か
れ
て
い
っ
た
。

正
保
の
国
絵
図

江
戸
幕
府
は
、
慶
長
・
正
保
・
元
禄
・
天
保
の
四

度
、
諸
国
の
「
郷
帳
」
と
と
も
に
、「
国
絵
図
」
を

作
成
さ
せ
、
幕
府
勘
定
所
に
提
出
さ
せ
た
。

豊
前
の
「
国
絵
図
」
は
、
正
保
図
の
転
写
本
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
に
、
元
禄
図
の
控
え
が
福
岡
県
立
豊
津
高
校
小
笠
原
文
庫
と
島
原
市
公

民
館
松
平
文
庫
に
、
天
保
図
の
原
本
二
舗
（
重
複
本
）
が
国
立
公
文
書
館

内
庫
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。

勝
山
町
域
に
つ
い
て
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
作
成
の
正
保
図
（
図

５
―
７
参
照
）
を
見
て
み
る
と
、「
千
二
百
七
十
石
余

黒
田
」、「
四
百

第５章 交通と通信

695



十
石
余
」、「
三
百
三
十
石
余

長
木
」
と
い
う
よ
う
に
、

各
村
ご
と
に
村
高
と
村
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
正
保
図
に
は
、
郡
名
・

郡
高
・
山
の
名
・
川
の
名
・

か
ち歩

渡
り
・
渡
し
（
川
幅
と
水

深
）・
峠
・
台
地
・
古
城
・

島
の
名
・
船
が
か
り
・
遠
干

潟
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

京
都
郡
域
の
交
通
網
に
関

だ
い

り

し
て
は
、
豊
前
大
里
と
豊
後

府
内
（
現
大
分
市
）
を
結
ぶ

「
豊
前
道
」（
小
倉
道
）
が
、

主
要
道
を
示
す
赤
い
太
線
で

引
か
れ
て
い
る
。
周
防
灘
沿

岸
を
東
西
に
走
る
「
豊
前

道
」
は
、
小
倉
と
府
内
の
城

と
城
下
町
を
結
ぶ
政
治
的
・

経
済
的
・
文
化
的
主
要
道
で

あ
っ
た
。

正
保
図
で
は
、
主
要
道
を

図５―７ 正保豊前国絵図（部分）
（正保４年（１６４７）、『福岡県史資料』第２輯所収）
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大
橋
村
之
内 

　
御
境
石 

高
曲
尺
八
尺 

巾
同
　
八
寸
角 

従
是
北
京
都
郡 

従
是
南
伸
津
郡 

呰
見
村
之
内 

　
壹
里
塚 

高
曲
尺
弐
尺
六
寸 

巾
　
正
面
同
五
寸 

同
　
横
同
四
寸
五
歩 

壹   

里 

大
橋 

御
高
札 

長
弐
間 

横
四
尺 

示
す
赤
い
太
線
の
ほ
か
に
、
村
と
村
を
結
ぶ
村
道
が
赤
い
細
線
で
引
か

れ
、
黒
田
村
と
上
田
村
間
に
「
九
町
」
、
（
事
）

行
�
村
と
伊
与
原
村
間
に
は
「
一

里
山
ヨ
リ
伊
与
原
マ
デ
廿
四
町
」
な
ど
と
、
距
離
が
打
た
れ
て
い
る
。

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
新
設
さ
れ
た
豊
前
国
領
内
の
一
里
塚
は
、

こ
の
正
保
図
で
は
「
一
里
山
」
と
呼
ば
れ
、
里
程
の
一
里
（
約
四
�
）
ご

あ

も

う

だ

と
に
墨
星
（‥

）
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
町
域
で
は
、
大
谷
│
天
生
田

（
現
、
行
橋
市
）
間
、
新
町
│
平
尾
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
里
山
の
墨
星
が

あ
る
。

図
５
―
８
と
し
て
「
大
橋
御
茶
屋
・
御
蔵
所
・
御
高
札
・
御
境
石
・
壱

里
塚
」（
豊
津
高
校
小
笠
原
文
庫
所
蔵
）
の
中
か
ら
、「
大
橋
村
之
内
、
御

境
石
」、「
呰
見
村
之
内
、
壱

里
塚
」、
そ
し
て
、「
大
橋
御

高
札
」
の
復
原
図
を
示
し
て

お
こ
う
（
図
５
―
９
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
正
保
図
に
は
、「
七
曲
ヨ
リ
上
野
マ
デ
十
八
町
」、

「
木
部
峠
」
な
ど
と
、
郡
境
を
越
え
る
峠
や
「
青
龍
窟
」、「
馬
獄
古

城
」・「
松
山
古
城
」
な
ど
と
、
古
窟
や
古
城
も
描
か
れ
、
細
か
く
道
路
網

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
道
筋
の
呼
称
が
入
っ
て
い
な
い
。

京
都
郡
域
を
貫
流
す
る
河
川
で
、
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
の
と
、
い
な

い
の
が
あ
る
。
現
在
の
長
峡
川
は
「
大
橋
川
」
と
記
さ
れ
、
井
尻
川
は
描

か
れ
て
い
る
が
、
名
称
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
大
橋
川
」
に
は
、

豊
前
道
の
「
行
�
」（
行
事
、
あ
る
い
は
行
司
）
の
地
点
で
「
歩
渡
り

幅

廿
間
、
深
サ
二
尺
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
大
橋
川
」
（
長

か
ち

峡
川
）
に
は
、
当
時
、
橋
が
架
か
っ
て
お
ら
ず
、
旅
人
は
歩
で
渡
河
し
た

の
で
あ
る
。

元
禄
の
国
絵
図

正
保
の
国
絵
図
の
提
出
後
、
半
世
紀
を
経
た
元
禄
十

年
（
一
六
九
七
）、
幕
府
は
、
各
国
に
国
絵
図
を
作

成
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

同
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
十
一
月
二
十
六
日
、
郡
代
役
宿
久
喜
右
衛
門

正
式
・
田
川
郡
筋
奉
行
鮎
川
角
兵
衛
広
盛
、
そ
れ
に
上
毛
郡
筋
奉
行
有
山

由
左
衛
門
寛
利
の
三
人
は
、
幕
府
勘
定
所
へ
「
豊
前
国
絵
図
」
を
提
出
す

る
た
め
に
小
倉
を
船
で
立
ち
、
江
戸
へ
向
か
っ
た
（『
福
岡
県
史
』
第
三
巻

下
冊
）。

こ
の
と
き
、
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
元
禄
の
「
豊
前
国
絵

図
」
の
控
え
が
、
福
岡
県
立
豊
津
高
校
小
笠
原
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

図５―８ 御境石と壱里塚の復原図

図５―９ 御高札の復原図
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る
。
こ
の
絵
図
は
、
四
㍍
四
方
の
大
き
な
も
の

で
、
豊
前
国
八
郡
（
企
救
・
田
川
・
京
都
・
仲

津
・
築
城
・
上
毛
・
下
毛
・
宇
佐
）
全
域
の
各

村
ご
と
の
石
高
・
海
岸
線
・
河
川
・
山
・
国

境
・
郡
境
・
社
寺
・
名
勝
、
そ
れ
に
主
な
道
路

な
ど
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
（
図
５
│
１０
参

照
）。正

保
と
元
禄
の
二
つ
の
絵
図
の
相
違
点
と
し

て
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

�

二
つ
の
絵
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
わ

ず
か
五
三
年
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の

村
々
の
推
移
が
分
か
る
。
元
禄
図
で

は
、
宮
原
村
か
ら
分
離
し
て
浦
河
内
村

（
一
四
二
石
余
）
が
新
村
と
し
て
独

立
、
岩
熊
村
か
ら
分
離
し
て
矢
山
村

（
一
七
〇
石
余
）
が
独
立
、
上
久
保
村

か
ら
分
離
し
て
新
町
（
九
五
石
余
）
が

独
立
し
て
い
る
。
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）
七
月
五
日
の
「
京
都
郡
人
畜
御
改

帳
」
で
、
上
久
保
村
飛
松
分
（
一
五
六

石
二
斗
三
升
二
合
）
と
あ
る
、「
飛
松
」

は
、
正
保
図
で
は
散
見
さ
れ
な
い
が
、

図５―１０ 元禄豊前国絵図（部分）（小笠原文庫所蔵）
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元
禄
図
で
は
飛
松
村
（
一
一
〇
石
余
）
と
し
て
独
立
村
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
元
和
の
人
畜
改
帳
で
、
黒
田
手
永
池
田
分
（
二
六

一
石
九
斗
四
升
五
勺
）
と
あ
る
、「
池
田
」
は
、
正
保
図
で
は
池
田

村
（
四
七
〇
石
余
）
と
し
て
独
立
村
に
な
っ
て
い
る
。

�

正
保
図
と
元
禄
図
の
郡
ご
と
の
石
高
で
は
、
仲
津
郡
は
四
三
一

石
、
築
城
郡
は
五
〇
〇
石
、
上
毛
郡
は
四
二
一
五
石
、
企
救
郡
は

二
〇
七
七
石
、
田
川
郡
は
三
九
二
四
石
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い

る
が
、
京
都
郡
は
七
〇
四
石
減
少
し
て
い
る
。

�

交
通
網
の
点
で
は
、
正
保
図
は
主
要
道
の
ほ
か
に
、
村
と
村
を
結

ぶ
村
道
の
記
載
が
あ
る
が
、
元
禄
図
は
主
要
道
だ
け
で
あ
る
。
正

保
図
で
は
、
椎
田
と
山
鹿
を
結
ぶ
主
要
ル
ー
ト
が
、
椎
田
│
築
城

べ

ふ

│
別
府
│
国
作
│
天
生
田
│
花
熊
│
木
山
│
山
鹿
の
コ
ー
ス
で

あ
っ
た
の
が
、
元
禄
図
で
は
、
椎
田
│
築
城
│
別
府
│
吉
岡
│
久

冨
│
八
ツ
溝
│
山
鹿
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
椎
田

│
山
鹿
間
が
最
短
距
離
の
コ
ー
ス
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

豊
前
小
倉
領
全
図

福
岡
県
立
豊
津
高
校
の
小
笠
原
文
庫
に
、「
豊
前

小
倉
領
全
図
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
図
５
│
１１

は
、
京
都
郡
と
企
救
・
田
川
・
仲
津
郡
の
一
部
を
復
原
し
た
部
分
図
で
あ

る
。こ

の
領
域
図
に
は
、
制
作
年
代
の
記
載
が
な
く
、
い
つ
作
成
さ
れ
た
も

の
か
特
定
で
き
な
い
。

こ

い
わ
い

な
お

え

し
か
し
、
①
図
中
に
小
祝
・
高
浜
の
地
名
が
み
え
ず
、
直
江
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
慶
応
三
年
十
二
月
四
日
、
小
倉
領
│
正
式
に
は
香
春
領
│

と
中
津
領
と
の
替
地
が
成
立
し
、
小
祝
・
高
浜
が
中
津
領
と
な
り
、
直
江
・

つ
ち

や

が
き

び
ゅ
う

土
屋
垣
・
別
府
の
一
部
が
小
倉
領

＝

香
春
領
と
な
る
）。
②
分
村
の
多
く
が

独
立
村
と
な
り
、「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
掲
載
の
村
々
と
符
合
す
る
こ

と
、
な
ど
か
ら
幕
末
・
維
新
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
絵
図
の
特
徴
は
、
慶
長
・
正
保
・
元
禄
・
天
保
の
四
大
国
絵
図
と

違
っ
て
、
街
道
と
宿
駅
が
呼
称
と
と
も
に
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
街
道
と
し
て
は
、
中
津
道
・
豊
後
日
田
道
・
小
石
原
道
・
大

は
ち

や

隈
道
・
黒
崎
道
が
散
見
さ
れ
、
宿
駅
（
人
馬
継
立
場
）
と
し
て
は
、
八
屋
・

か
ん

だ

だ
い

り

い
の
ひ
ざ

椎
田
・
苅
田
・
大
里
・
添
田
町
・
香
春
・
呼
野
・
徳
力
・
猪
膝
町
・
山

表５―２７ 正保図と元禄図に見る勝山町域の村
名と村高の推移

元 禄 図

元禄１３年（１７００）

１１４１石余

３７９石余

５５７石余

３１４石余

３１０石余

１４２石余

２７４石余

１７０石余

２６７石余

７８２石余

９５石余

１１０石余

７４石余

２００石余

１９４石余

１４３石余

１１２石余

３２９石余

８８石余

２０３石余

黒田

上田

箕田

長川

宮原

浦河内

岩熊

矢山

池田

上久保

新町

飛松

中久保

下久保

菩提

御手水

図師

上野

下田

平尾

正 保 図

正保４年（１６４７）

１２７０石余

４１０石余

５２０石余

１２０石余

４５０石余

浦河内

４４０石余

矢山

４７０石余

１０００石余

新町

し

７０石余

２００石余

１９０石余

１４０石余

１１０石余

３２０石余

８０石余

２００石余

黒田

上田

箕田

長川

宮原

宮原ノ内

岩熊

岩熊ノ内

池田

上久保

上久保ノ内

な

中久保

下久保

菩提

御手水

図師

上野

下田

平尾

第５章 交通と通信

699



鹿
が
描
か
れ
て
い
る
。

京
都
郡
境
の
街
道
と
し
て

は
、「
中
津
道
」
が
散
見
さ
れ
、

宿
駅
と
し
て
「
苅
田
」、
道
筋

の
地
名
と
し
て
「
濱
町
」・「
與

原
」・「
行
事
」
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
街

道
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
い
わ
ゆ
る
「
香
春
道
」
が

散
見
さ
れ
、
宿
駅
と
し
て
「
新

町
」
の
記
載
は
な
い
が
、
道
筋

の
地
名
と
し
て
「
上
野
」・「
上

久
保
」・「
中
久
保
」・「
下
久

保
」・「
西
谷
」・「
大
谷
」
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
。

図５―１１ 豊前小倉領全図復原（部分）
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